
2017（H29）⼤学院シラバス

健康科学専攻 ／ 看護学分野
授業科目 

⺟⼦看護学演習II ※⼩児

授業の概要
⼦どもの発達や⼦どもとその家族の健康問題に関する課題を明らかにし、⽂献レビューやフィールドワークを通して研究に取り組む。

授業の目的
⾃らの研究課題を明確にし、研究計画書を作成する。倫理審査やデータ分析の⽅法を学び、研究を進めていく。

学習目標
１．⼦どもの発達診断ができる。
２．⼦どものフィジカル及びメンタルなアセスメントができる。
３．研究課題を明確にできる。
４．研究課題について⼗分な⽂献検索ができる。
５．⽂献クリティークを⾏うことができる。
６．研究デザインにあった研究⽅法を選択し研究計画が作成できる。
７．研究計画に沿って実践できる。
８. データ分析ができる。
９. 論⽂にまとめることができる。

授業計画

使⽤図書

評価⽅法
中間レポート40％程度、プレゼンテーション60％程度

履修上の留意点

オフィスアワー・連絡先 
オフィスアワー︓⽊曜午前中
連絡先︓matsui@nuhw.ac.jp
授業に関する質問などは、メールアドレスまでご連絡ください。

担当教員名
松井 由美⼦、 増⽥ 明美

対象学年 1・ 2 対象学科 健康科学（看護学分野）

開講時期 後期（1学年）・ 前期（2学年） 必修・選択 選択

単位数 4 時間数 60

回数 授業計画・学習の主題 担当教員

1 ⼦どもの発達診断 松井 由美⼦

2 ⼦どもとその家族の健康アセスメント法 松井 由美⼦

3〜7 ⼦どもの家族に関連するテーマと研究課題 松井 由美⼦

8〜12 ⽂献検索とクリティーク 松井 由美⼦

13〜15 研究デザイン・研究⽅法の選択と研究計画 松井 由美⼦

16〜20 研究計画に沿った実施(倫理審査含む) 松井 由美⼦

21〜25 データ分析 松井 由美⼦

26〜30 論⽂執筆 松井 由美⼦

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 特に指定はありません。

参考書

その他の資料


